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あらまし：筆者らはこれまでに ICT 保育利活用に関わる研究を重ねてきた．その中でも特に，幼児に対

して日常的な保育の中で ICTを利活用し Society5.0 保育を探ることに主眼を置いている．本稿は，筆者ら

が開発した ICT 保育教材である電子紙芝居からの発展教材として位置付けている応答志向型読み聞かせ

センシング教材の開発について報告する． 
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1. はじめに 

GIGA スクール構想の進展と共に，教育において

の ICT 利活用は日進月歩で発展している．この現代

において小学校以上の教育現場と比較した時，幼児

教育の中での ICT 利活用，特に幼児を対象とする保

育の中での ICT 利活用は十分に進んでいない．これ

については，賛否様々な意見があることは承知して

いる．その一方で，近年では ICT の利活用を行うた

めの研究（1）も様々進められている．本稿は，幼児教

育に対しての ICT利活用として筆者らが開発した電

子紙芝居とその発展教材である応答志向型読み聞か

せセンシング教材の報告を行う． 

 

2. 電子紙芝居 

筆者らは Microsoft PowerPoint を使った電子紙芝

居（図 1）の開発を保育者養成校で開講される情報

学演習の中で学生に教育し，現場園の協力を得て実

践（図 2）を重ねその可能性を長年探ってきた（2）（3）． 

電子絵本，電子紙芝居を作成するアプリケーショ

ンが見られるが，それらの多くが有償であり，高価

である．筆者らが PowerPoint を採用した理由は，何

よりも一般的なアプリケーションであり，保育者も

日常的に使うため，使用時の戸惑いも少なく，導入

のハードルが低いであろうというところにある． 

電子紙芝居は，PowerPoint のアニメーションを駆

使し，登場人物が動く，場面が変わる，音が鳴ると

いったことを大画面で見ることが出来るのが魅力の

1 つである．半面，作成者以外の者が読み聞かせで

活用する場合は，事前に入念な練習が欠かせないデ

メリットもある．アニメーションのタイミングは，

作成者であれば分かっている．しかし，作成者以外

は，アニメーションがどのタイミングで出るかが分

からず，読み進めるペースにアニメーションが合わ

なくなるといったことに繋がる．結果として読み聞

かせで電子紙芝居を活用することの意義が薄まるこ

とが懸念事項である．そのため，他者が作成した電

子紙芝居を活用した読み聞かせの機会においては，

事前に入念な練習，準備が欠かせない． 

 

 

図 1 電子紙芝居の一例 

図 2 現場園での読み聞かせ実践の様子 
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3. 電子紙芝居の課題と追加教材 

これまでに開発してきた電子紙芝居であるが，研

究，実践を様々重ねていく中で解決すべき課題を筆

者らは見出した． 

3.1 電子紙芝居の課題 

2 章で述べたように，アニメーションにより登場

人物が動くなど動的な教材であることが電子紙芝居

の魅力の 1 つだと筆者らは評価している．しかし，

視聴する側である幼児の姿勢としては，既存の紙芝

居，絵本を使う読み聞かせと同じく，見る，聞くと

いう姿勢から変わらないことが課題である．

Society5.0 時代の保育において，ICT 保育教材として

の提案という面では，単に視聴に終始するだけの教

材であり，既存の紙芝居，絵本を使った読み聞かせ

と何ら変わり無い．ICT 利活用ならではの新たな保

育，教育実現ために追加教材が必要だと考えた． 

3.2 追加教材 

課題の解決のために筆者らはセンサを活用した追

加教材を開発することにした．具体的には，加速度

センサを用い，例えば杖の造形物に加速度センサを

取り付ける．電子紙芝居の中で魔法使いが魔法をか

ける場面で，幼児が杖造形を振るとその動きを感知

し，次の場面へ移行するなどを構想した．このよう

に，電子紙芝居の場面に合わせた追加教材を用意す

ることで，物語の中に登場する者になりきり体験を

通しての発達を促す教材は価値があると考えている． 

 

4. 応答志向型読み聞かせセンシング教材 

筆者らが開発を目指した追加教材は，応答志向型

読み聞かせセンシング教材とも言える．Society5.0

で挙げられるものの 1 つであるセンサを活用した次

世代型教材の開発にあたり使用するセンサには

BBC micro:bit（図 3）を採用した．micro:bit は，コ

ンパクトな本体（51.6 ㎜×42 ㎜）に加速度，コンパ

ス，照度など複数のセンサが搭載されていることが

その採用理由である． 

現在のところ，動きを感知する加速度センサと PC

とを bluetooth で接続を行い，ゆさぶられたことを感

知した時に PCキーボードEnterを押した動作として

PC へ渡し，PowerPoint スライドで設定した次のアニ

メーションへ移行する仕組みまでは完成している．

このプログラムが妥当かどうかの検証までは至って

いない．今後の課題として，現状の開発教材は，動

きの強弱関係なしに動きを全て感知してしまってい

るため，動きの強弱による感知調整が必要だと考え

ている．同時に，幼児の身体に装着した状態での使

用の可能性，造形の作成についても取り付けるだけ

では無く，着脱自在にすることで，1 台 2 台程度の

機材で柔軟に対応が出来るような教材提案を目指す．

同時に，使用対象者が幼児であり，振るなどという

動作を行う観点から，安全面の配慮はもちろん，耐

久面の試行も欠かせない． 

 

5. まとめ 

これまでの電子紙芝居に対しての追加教材として

筆者らは，新たに応答志向型読み聞かせセンシング

教材の開発，提案を行った．センシング教材は，今

後の ICT教育利活用のスタイルを変える可能性だけ

では無く，その先にあると筆者らが予測する IoT

（Internet of Things）教育利活用への扉を開いたと考

える．内閣府が公表している Society5.0（4）において

も IoT で全ての人とモノが繋がるとされ，センサ，

センシングにも光が当たっている．センサの教育利

活用は，未だ事例も少なく（5）挑戦する価値が高い領

域だと考えている．同時に，筆者らがターゲットと

する幼児教育以外の学習段階においても応用の利く

柔軟な可能性を持つ分野でもあろう．今後の活動は，

加速度センサ以外のセンサにも着目し，様々な学習

場面で活用することが出来る超スマート社会におい

ての超スマート教材への開発に結び付けていきたい． 

 

本研究は JSPS科研費 22K02454の助成を受け実

施している． 
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